
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

● 経常経費 ○ 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ○ 一部委託 ● 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 □ 実施 □ 評価 □ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

特になし

来年度以降の方
向性

里親とファミリーホームを利用しているこどもを対象に加え、社会的養護に係るこどものうち事業を利用できるこどもの割合を増やす。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

令和６年度は初年度であり、丁寧な事業の説明を行った結果実施回数が限られたため、令和６年度だけで
は評価不能
令和７年度の実績も踏まえ、令和８年度以降の事業の在り方について検討する。

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

20 - 480 480 480

↓

アウトカム
成果指標1

アドボケイトの利用人数 という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

- - 240 240 240

人工

指標

アウトプット
活動指標1

アドボケイトの派遣回数 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

0.5 人工

令和7年度予算額 3,300 千円 うち特定財源 1,650 千円 正規職員業務量 0.2

正規職員業務量 0.5 人工

令和6年度決算額 3,299 千円 うち特定財源 1,649 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 0 人工

令和6年度予算額 3,300 千円 うち特定財源 1,650 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

社会的養護に係る児童に対し、アドボケイトが独立アドボカシーとして、利害関係のない第三者の立場から意見の形成及び表
明支援を行うことで、子どもの意見表明権の保障、権利擁護の推進及び強化を促進し、子ども自身が実現したいことを考え、周
囲に説明できる（セルフアドボカシー）ようになる。

他都市の状況

１８都市で実施中

市民参加の実施

令和5年度決算額 0 千円 うち特定財源 0

施策名 子どもの権利の保障が進み、子ども一人一人が自分らしく伸び伸び

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

令和４年児童福祉法等改正法により、社会的養護に係るこども権利擁護の強化を図るため、こどもの意見表明等支援事業が
創設された（２分の１国補助　安心こども基金）。

事業内容
（何を実施し）

こどもの意向を十分に聴取し、必要に応じ支援方針に取り入れるために、社会的養護を利用しているこどもを対象に、意見形成
支援、意見表明支援等を実施する。また、本事業における独立アドボカシーを担い、意見形成支援、意見表明支援を実施する
ことができるアドボケイトを養成する。

事業名 子どもの意見形成・表明支援事業費

評価担当課 所   属 電話番号

事業評価調書

年度 令和6年度 会計コード 10 一般会計 事業コード 70308


